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お手持ちのパソコンやスマホ等
で議会中継をご覧いただけます。
録画でもご覧いただけます。

この広報は、議員の自主編集で発行しています。



町に３つの提言令和元年 新しい時代の幕開けに

提言１　人口減少対策について

政策提言書を提出

１．子育てに対する経済的支援の充実、土日等の保育
や病児・病後児保育等の子育て環境の充実、子育て
世帯の転入・移住の推進をはかること。

２．活発な事業展開により、移住・定住人口の増加を
はかること。特色ある支援策を実施し、他市町との
差別化をはかること。

３．学校、家庭、地域が連携し、郷土教育を推進する
こと。将来の人材育成・確保につながる施策を講ず
ること。

提言２　安全・安心で住みよいまちづくりについて
１．地域の実情に応じた機動的な除排雪を実施すること。児童生徒や高齢者に配慮した
思いやりのある除雪体制を確立すること。

２．まちづくり複合施設は、利用者の意見を取り入れながら、利用しやすく親しみのあ
る施設となるよう努めること。

３．西廻り幹線道路の早期着工・実現、新荒砥橋完成後の第２期工事への取り組みの推
進、国道287号下山・菖蒲地内の早期改良の
実現をはかること。

４．道路・水路等の改良や補修は、安全性・緊
急性等をもとに優先を付け、早急な対応をは
かること。

５．買い物しやすい環境づくりや、高齢者に優
しい交通手段の確保を推進されたい。

６．町立病院は、健康寿命延伸に向けた検診体
制の充実をはかられたい。安心して子どもを
産み育てられる環境づくり等の充実を望む。

提言３　白鷹町の活性化について
１．多様な就労ニーズや働く場の確保をはかること。移住・定住を促進するため、町内
の産業・企業等の情報発信を行うとともに、企業支援策等を構築・推進すること。
２．森林境界明確化事業を加速させ、緑の循環システムの確立を進められたい。また、
町産材の木材加工品や住宅用材等への利用拡大を促進すること。
３．東北中央自動車道の開通に伴い、本町への誘導等に向けた施策を展開すること。定
住自立圏構想等、広域での利点を生かし推進されたい。
４．地域づくり推進交付金の継続により、地域課題解決や活性化に向けた取り組みに対
し、積極的に支援されたい。

紅花と郷土愛を育てます

利用しやすい施設に

政策提言書の全文は、ホームページに掲載しています。

みんなで楽しくゴミ拾い
　　　　　　地域の課題を解決！

（※）：全国的に展開しているゴミ拾いイベント

地域づくり推進交付金を活用した、
スポＧＯＭＩ大会 in 蚕桑（※）

実効性のある取り組みを
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災
害
の
防
止
策
は

委
員 

台
風
19
号
に
よ
り

２
つ
の
揚
水
機
場
が
被
害

を
受
け
た
。
今
後
、
再
発

防
止
策
を
検
討
す
る
か
。

当
局 

災
害
復
旧
は
、
被

災
箇
所
を
被
災
前
の
状
態

へ
復
旧
す
る
も
の
で
あ
り
、

機
能
強
化
な
ど
は
別
事
業

で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
も
に
土
地
改
良
区
の
管

理
施
設
で
あ
り
改
良
区
が

主
体
に
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る

支
援
も
含
め
て
改
良
区
と

協
議
を
重
ね
検
討
し
た
い
。

光
熱
水
費
の
補
正
理
由
は

委
員 

光
熱
水
費
と
し
て

２
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

当
局 

ま
ち
づ
く
り
複
合

施
設
の
夏
の
エ
ア
コ
ン
使

用
料
な
ど
が
、
想
定
額
よ

り
も
増
え
て
い
る
状
況
。

そ
の
後
の
エ
ア
コ
ン
使
用

量
は
下
が
っ
て
い
る
も
の

の
、デ
マ
ン
ド
料
金
制（
※
）

と
い
う
契
約
方
法
に
よ
り
、

使
用
量
が
下
が
っ
て
も
基

本
料
金
が
な
か
な
か
下
が

ら
な
い
。

　
冬
場
は
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
を
使
う
が
、
送
風
に

は
エ
ア
コ
ン
を
使
う
た
め

見
通
し
が
た
た
ず
、
今
回

の
補
正
措
置
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

（
※
）
過
去
１
年
間
の
最
大
需
要

電
力
に
よ
り
契
約
電
力
を
決
め
る
。

補正
予算

一般会計補正の主なもの
疑質

令和元年度補正予算総括表
会計項目 補正額 補正後の額

一 般 会 計 2億926万円 92億9113万円

特別会計
下 水 道 100万円 6億1729万円
農業集落排水 2万円 1億7621万円
介護保険 14万円 18億2067万円

事業会計 病院収益的支出 1500万円 11億9261万円
※万円未満は端数調整

町誕生65周年記念事業 287万円
　鮎貝土地区画整理事業にかかる記
念碑整備等への対応

光熱水費 200万円
　夏期エアコン使用の実績などへの
対応

風しん予防接種事業 31万円
　抗体検査等の補助金

豪雨災害対策費 285万円
　台風19号対応に係る消防団の支援
対応

小学校管理費 191万円
　蚕桑小学校、東根小学校、鮎貝小
学校の施設修繕・整備工事

農地豪雨災害復旧事業費 5100万円
　台風19号により被害をうけた白鷹
揚水機場、雪

そ

舟
り

町
まち

新
しんでん

田揚水機場の
復旧対応

林業豪雨災害復旧事業費 1000万円
　台風19号により被害をうけた小滝
線の復旧対応

道路河川豪雨災害復旧事業費 1590万円
　台風19号により被害をうけた荒砥
細野線、砂

すな

畑
ばたけのやま

野山線等の復旧対応

　　　　 など　

※財源は国・県支出金、繰越金など
で対応

質　
疑

災害復旧に7690万円

被災した白鷹揚水機場の視察

12月
定例会

定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
７
件
、
条
例
改
正
等
６
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
２
議
員
が
行
い
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

災害に強い対策を
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条
例
・
臨
時
議
会

条 例
●白鷹町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の設定
地方公務員法及び地方自治法等の一部改正により、会計年度任用職員の給与及び費用弁償につ
いて定めるもの。

●白鷹町地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例の設定
会計年度任用職員制度が施行されることに伴い、関係条例の整備をはかるもの。

●白鷹町区長等設置条例の設定
特別職非常勤職員の要件厳格化に伴い、区長等の身分を明確に位置付けるもの。

●白鷹町病院事業等に関する条例の一部改正
病院の病床を60床にするとともに、訪問看護ステーションを廃止するもの。
【従来の訪問看護事業は、病院により継続実施する。】

●白鷹町一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
人事院勧告に準拠した一般職の職員等の給与改定を行うもの。

●白鷹町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
人事院勧告に準拠した一般職の職員の給与改定に伴い、特別職の職員の給与を改定するもの。

下記に賛成討論あり

　　　　　　　第７回臨時議会　　10月17日
◎鮎貝地区地域交流商業施設整備工事請負契約の締結　　◎スキー場圧雪車の取得
契約の方法　指名競争入札　　　　　　　　　　取得予定金額　3542万円
契 約 金 額　１億3420万円　　　　　　　　　  取 得 方 法　物件購入契約
契約の相手方　株式会社　鈴木工務店　　　　　　契約の相手方　株式会社　大原鉄工所
議会だより143・144号に関連記事あり 議会だより144号に詳細記事あり

　
白
鷹
町
区
長
等
設
置
条

例
に
つ
い
て
、
賛
成
の
立

場
で
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
総
務
省
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
区
長
等
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
地
域
の
連
絡
調
整

役
が
主
た
る
業
務
と
捉
え

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
特

別
職
非
常
勤
職
員
と
し
て

任
用
で
き
な
い
と
の
認
識

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町

に
お
け
る
区
長
等
の
役
割

は
、
連
絡
調
整
に
と
ど
ま

ら
ず
、
様
々
な
地
域
課
題

に
対
し
て
地
域
を
取
り
ま

と
め
、
行
政
と
連
携
し
対

応
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
自
助
・

共
助
の
充
実
に
向
け
、
自

主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
各
地
区
を
熟
知

し
、
共
助
の
要
と
し
て
安

全
・
安
心
の
確
保
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
本
町
で
は

区
長
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
行
政
組
織
の
一
部
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
今

後
に
お
い
て
も
、
特
別
職

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
条
例
と
し
て
新
た
に
設

定
す
る
こ
と
は
、
地
域
づ

く
り
に
重
要
な
業
務
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
特
別
職
と
し
て
、

敬
意
を
払
う
業
務
と
捉
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

白
鷹
町
区
長
等
設
置
条
例
の
設
定
に
対
す
る

  

賛
成
討
論
　
…
敬
意
を
払
う
職
務
で
あ
る
…

笹
原
俊
一 

議
員
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
の
報
告
・
説
明
を
求
め
、

政
策
の
提
言
や
質
問
を
す
る
こ
と
で
す
。

観
光
交
流
推
進
計
画
の

成
果
は

問
　
今
年
度
が
最
終

年
度
と
な
る
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

町
長
　

入
込
客
数
や
他

の
項
目
も
目
標
到

達
し
て
い
な
い
。
特
に
入

込
客
数
は
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
等
社
会
情
勢
の
変
化
も

あ
り
、
減
少
傾
向
。
成
果

と
し
て
は
、「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ　

Ｒ
Ｅ
Ｄ
（
シ

ラ
タ
カ
レ
ッ
ド
）」
を
商

標
化
し
新
商
品
開
発
・
販

売
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

伝
統
工
芸
等
の
担
い
手
不

足
が
課
題
。
滞
在
型
観
光

で
経
済
波
及
効
果
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
新
計
画
の
重
点

は
。

町
長
　
「
日
本
の
紅
を

つ
く
る
町
の
推

進
」「
体
験
観
光
と
町
内
周

遊
の
推
進
」「
魅
力
発
信
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
」

が
大
き
な
柱
。
各
関
係
団

体
の
組
織
体
制
の
充
実
、

広
域
で
の
連
携
を
は
か
り
、

持
続
的
な
観
光
振
興
を
展

開
し
て
い
く
。

問
　
主
な
イ
ベ
ン
ト

の
集
客
数
ア
ッ
プ

の
方
策
は
。

商
工
観
光
課
長

　

古
典
桜

は
各
地
区

の
周
遊
、
紅
花
は
日
本
遺

産
や
日
本
農
業
遺
産
に
も

認
定
さ
れ
て
県
内
で
広
域

的
に
取
り
組
む
。
鮎
ま
つ

り
は
９
〜
10
月
の
長
期
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
る
。
新
そ
ば
は
観
光
客

数
が
増
え
て
い
る
。

問
　
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
に
、
飲
食

店
や
温
泉
等
の
割
引
券
導

入
の
考
え
は
。

商
工
観
光
課
長

　

ほ
か
の

自
治
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
関
係
団
体
と
協

議
し
検
討
す
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

問
　
外
国
人
観
光
客

の
状
況
や
対
策
は
。

町
長
　

台
湾
の
旅
行
会

社
へ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
町
内
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
約
50

人
が
利
用
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
更
に
活

用
し
、情
報
発
信
し
て
い
く
。

問
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
や
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
環
境
は
。

商
工
観
光
課
長

　

キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス

導
入
は
25
％
弱
。
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
は
観
光
施
設
の
一
部

や
中
央
公
民
館
で
整
備
が

進
ん
で
い
る
。

観
光
時
の
安
全

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は
。

町
長
　

公
共
施
設
で
は
、

20
施
設
78
台
設
置
。

観
光
拠
点
施
設
に
も
そ
れ

ぞ
れ
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、

学
校
、
保
育
園
、
ま
ち
づ

く
り
複
合
施
設
に
も
設
置

し
て
い
る
。

問
　
設
置
の
際
の
補

助
制
度
は
。

商
工
観
光
課
長

　

現
在
は

な
い
。
店

舗
等
で
設
置
の
際
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
の
も
と
で

の
設
置
と
な
る
。
商
店
会

等
で
の
導
入
は
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か
る
た

め
慎
重
に
ご
検
討
い
た
だ

き
、
そ
の
中
で
町
と
し
て

ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る

か
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

次期観光交流推進計画の重点は
町長　広域での連携で、持続的な観光振興

竹田雅彦議員

最上川の自然の恵み

録画を配信

観光分野の更なる環境整備の充実を

白鷹町では現在次期観光交流推進計画の策定に取り組んでいる
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

活
動
指
標
の
充
実
を

問
　
目
的
に
応
じ
た

活
動
指
標
を
設
け

て
い
る
か
。

町
長
　

ま
ち
づ
く
り
座

談
会
で
は
、
参
加

者
数
を
活
動
指
標
と
し
て

町
民
の
皆
様
の
参
画
機
会

の
拡
充
を
は
か
っ
て
き
た
。

近
年
は
、
地
域
ご
と
に

テ
ー
マ
を
設
け
て
議
論
す

る
も
の
に
変
化
し
て
お
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
成
果
と
捉
え

て
い
る
。

　

数
値
化
で
き
る
活
動
指

標
を
基
に
、
客
観
的
な
事

業
評
価
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
第
６
次
に
お
い

て
も
、
効
率
的
で
効
果
的

な
指
標
の
設
定
に
努
め
た

い
。

情
報
公
開
の
充
実
を

問
　
情
報
公
開
へ
の

取
り
組
み
は
十
分

で
あ
っ
た
か
。

町
長
　

第
３
次
大
綱

（
平
成
17
年
度
）

で
は
、
国
の
方
針
に
基
づ

き
、
各
種
プ
ラ
ン
の
策
定

と
進
捗
状
況
の
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
対
応
し
て
き

た
。

　

第
４
次
大
綱
以
降
は
自

治
体
経
営
の
観
点
に
よ
る

も
の
へ
転
換
し
、
行
財
政

改
革
推
進
協
議
会
に
報
告

し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

公
表
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
６
次
大
綱
は
第
５
次

大
綱
を
継
承
し
つ
つ
、
新

た
な
行
財
政
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
、

働
き
方
改
革
、
公
共
イ
ン

フ
ラ
維
持
管
理
な
ど
、
新

た
な
視
点
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
策
定
に
あ
た
り
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
る
が
、
第
５
次

大
綱
の
取
り
組
み
状
況
や
、

協
議
会
の
議
事
録
等
も
公

表
し
な
が
ら
意
見
を
伺
い
、

策
定
を
進
め
て
い
く
。

人
材
育
成
の
充
実
を

問
　
人
事
交
流
な
ど

人
材
育
成
を
今
後

ど
の
よ
う
な
方
針
で
進
め

る
の
か
。
ス
マ
ー
ト
自
治

体
に
向
け
た
職
員
育
成
の

方
針
は
。

町
長
　

職
員
の
人
材
育

成
は
、
平
成
15
年

度
に
人
材
育
成
基
本
方
針

を
策
定
し
、
３
年
ご
と
に

見
直
し
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。
現
在
は
第
５

次
改
訂
版
に
よ
り
、
個
々

の
能
力
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
な
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
い
明
る
い
組

織
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。

　

外
部
組
織
と
の
職
員
交

流
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
国
と
の
職
員

交
流
を
行
っ
た
ほ
か
、
県

と
の
人
事
交
流
や
関
係
団

体
へ
の
派
遣
も
行
っ
て
い

る
。
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
や
各
種
課
題
等
に
つ

い
て
学
ぶ
有
用
な
機
会
で

あ
り
、
可
能
な
限
り
継
続

し
て
取
り
組
み
た
い
。

　

ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の

転
換
を
見
据
え
た
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
第
６
次

大
綱
に
新
た
な
視
点
と
し

て
取
り
入
れ
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

　

理
解
力
や
判
断
力
の
ほ

か
、
今
後
は
地
域
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
た
め
の
想

像
力
や
行
動
力
を
よ
り
一

層
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ

る
。

次期行財政改革大綱（※１）の目指す方向は
町長　スマート自治体（※２）を見据え、人材育成

横山和浩議員

【用語説明】
（※ １）行財政改革大綱：限られた行財
政資源で、必要な行政サービスを効
果的・効率的に提供するための指針。

（※ ２）スマート自治体：人口減少が進
んでも、行政サービスや住民福祉の
水準を維持するための自治体像。

録画を配信

豊
か
な
人
材
の
育
成
を

白鷹町では現在第６次行財政改革大綱の策定に取り組んでいる
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【
策
定
の
目
的
】

　

子
ど
も
子
育
て
を
巡

る
、
種
々
の
課
題
解
決
を

目
指
す
。

質　
疑

障
が
い
児
保
育
の
取
り

組
み
は

委
員 

本
町
に
は
児
童
発

達
支
援
事
業
所
が
な
い
。

需
要
は
。

当
局 

障
が
い
児
保
育

は
、
主
と
し
て
ひ
が
し
ね

保
育
園
で
実
施
。
人
数
も

増
え
て
お
り
、
他
の
保
育

園
に
も
お
願
い
し
て
い
る
。

　

児
童
発
達
支
援
は
、
療

育
訓
練
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

専
門
的
な
助
言
を
も
ら
い

な
が
ら
、
本
人
に
と
っ
て

有
効
な
場
合
は
、
長
井
市

や
山
形
市
の
事
業
所
な
ど

を
利
用
し
て
い
る
。

委
員 

保
育
所
等
訪
問
事

業
も
町
外
の
事
業
所
を
利

用
し
て
い
る
の
か
。

当
局 

現
状
は
町
外
の
事

業
所
が
必
要
に
応
じ
て
訪

問
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
実
績
が

な
い
が
、
今
後
出
て
く
る

と
思
う
。

委
員 

町
内
で
事
業
所
立

ち
上
げ
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
町
と
し
て
推
進
は
。

当
局 

先
般
、
相
談
は

あ
っ
た
。
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。
事
業
を
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

で
き
る
限
り
支
援
し
た

い
。

婚
活
へ
の
取
り
組
み

委
員 

中
高
生
へ
の
意
識

付
け
を
す
す
め
て
も
ら
う

こ
と
も
必
要
で
は
。

当
局 

中
学
生
に
は
、
保

健
師
が
妊
娠
出
産
の
話
を

す
る
「
命
の
教
育
」
を
実

施
。
若
い
う
ち
か
ら
の
結

婚
、
子
育
て
の
意
識
付
け

は
重
要
。
今
後
も
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
い
く
。

【
整
備
事
業
も
大
詰
め
】

　

今
年
度
で
完
成
予
定
の

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
だ

が
、
当
初
事
業
費
よ
り
大

幅
に
増
加
。

質　
疑

総
工
費
は

委
員 

総
額
で
い
く
ら

か
。当局 

当
初
は
32
億
２
千

万
円
を
予
定
し
て
い
た

が
、
36
億
２
千
万
円
程
に

な
る
見
込
み
。
４
億
円
、

14
・
４
％
の
ア
ッ
プ
と
見

込
ん
で
い
る
。

委
員 

追
加
経
費
は
、
地

震
計
の
移
設
、
外
部
カ
メ

ラ
の
増
設
か
。

当
局 

追
加
工
事
は
そ
の

と
お
り
。
加
え
て
設
計
か

ら
３
年
経
過
し
、労
務
費
、

物
価
上
昇
分
を
加
味
し
て

の
も
の
。

委
員 
町
民
へ
の
開
示

は
。当局 

工
事
は
１
月
31
日

が
工
期
。
そ
の
他
の
工
事

も
含
め
年
度
内
に
完
了
。

全
体
事
業
費
、
財
源
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

委
員 

何
年
で
償
還
か
。

当
局 

過
疎
債
、
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
、
基
金
を
使
用
。
過
疎

債
は
12
年
、
公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
は

24
年
で
償
還
。
財
源
と
共

に
町
民
へ
お
知
ら
せ
す

る
。

総
事
業
費
36
億
２
千
万
円
へ

12
月
10
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
の
課
題
解
決
に
向
け
て

第
２
期
白
鷹
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
他

○
第
６
次
白
鷹
町
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画

〇
令
和
元
年
度
給
与
改
定
等

○
空
き
家
実
態
調
査

〇
新
白
光
園
建
設
状
況

　

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

障
が
い
児
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を

さらに使い勝手のよさを目指して

町民への丁寧な説明を

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

総
務
厚
生
（
総
務
課
・
企
画
政
策
課
・
税
務
出
納
課
・
町
民
課
・
健
康
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
・
病
院
・
議
会
・
監
査
・
消
防
）



議会だよりしらたか　第145号（令和２年１月15日発行）9

【
概
要
】

　

本
町
の
農
産
物
や
資
源

を
活
用
し
、
多
様
な
事
業

者
が
連
携
し
て
取
り
組
む

６
次
産
業
化
を
推
進
し
、

農
業
所
得
の
向
上
、
食
産

業
の
振
興
、地
域
活
性
化
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な

げ
る
た
め
策
定
す
る
。

　

計
画
期
間
を
５
年
間
と

し
『「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ａ　

Ｒ
Ｅ
Ｄ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
を
掲
げ
、
６
次
産

業
化
の
推
進
を
は
か
る
。

【
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

①
商
品
開
発
力
強
化

②
マ
ッ
チ
ン
グ
力
強
化

③
販
路
開
拓
・
拡
大

④
人
材
確
保
・
育
成
活
用

質　
疑

人
口
減
少
の
影
響
は

委
員 

人
口
減
少
に
よ
り

農
家
も
農
業
従
事
者
も

減
っ
て
い
る
。
６
次
産
業

化
の
中
で
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

当
局 

新
規
就
農
者
の
確

保
に
も
努
力
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
町
の

資
源
の
加
工
面
に
お
け
る

就
労
と
い
う
こ
と
で
、
少

し
で
も
人
口
減
少
を
食
い

止
め
た
い
。

目
指
す
方
向
性
は

委
員 

パ
タ
ー
ン
毎
の
計

画
、
成
果
目
標
は
。

当
局 

今
の
段
階
で
は
示

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

最
終
的
に
は
ひ
と
つ
の
形

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

６
次
産
業
化
の
パ
タ
ー
ン

①
農
業
者
が
自
ら
取
り
組
む

② 

商
工
業
者
等
と
連
携
し
て

取
り
組
む

③
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

【
策
定
の
目
的
】

　

人
口
減
少
社
会
で
地
域

活
性
化
を
は
か
る
に
あ
た

り
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

寄
与
す
る
観
光
の
役
割

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
実
践

的
な
施
策
が
必
要
で
あ
る

た
め
策
定
す
る
。

【
観
光
交
流
の
現
状
】

　

客
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
個
人
旅
行
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
。
外
国
人
観

光
客
が
地
方
に
向
い
て
き

て
お
り
、
地
域
の
特
徴
に

お
い
て
差
別
化
を
は
か
る

必
要
が
あ
る
。

質　
疑

各
組
織
の
役
割
は

委
員 
農
業
、
商
業
、
工

業
等
の
様
々
な
組
織
体
と

の
合
意
、
役
割
分
担
は
ど

う
す
る
の
か
。

当
局 

産
業
振
興
戦
略
会

議
で
も
、
各
組
織
の
代
表

に
説
明
し
承
知
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
関
係
機
関

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発
揮

し
て
も
ら
い
た
い
と
進
め

て
い
る
。

数
値
目
標
の
分
析
は

委
員 

入
込
客
数
の
実
績

が
目
標
値
に
達
し
て
い
な

い
要
因
分
析
は
。

当
局 

旅
行
の
ス
タ
イ
ル

が
変
わ
り
、
個
人
旅
行
が

中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

直
売
所
も
同
様
の
要
因
と

思
わ
れ
る
。

交
流
人
口
の
拡
大
な
る
か

12
月
11
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
白
鷹
町
観
光
交
流
推
進
計
画
の
策
定
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
か

白
鷹
町
６
次
産
業
化
推
進
戦
略
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
他

〇
観
光
協
会
の
法
人
化

〇
ふ
る
さ
と
応
援
制
度
事
業

〇
白
鷹
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

紅花には魅力たっぷり

産
業
建
設
常
任
委
員
会

数値目標の達成を

早
急
な
具
体
化
を

６次産業化のイメージ

生 産  →  加 工  →  商品化  →  流通・販売

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
（
農
林
課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
水
道
課
）
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全
員
協
議
会

 

◆
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税

誤
り
に
つ
い
て

　

発
生
原
因
の
報
告
、
調

査
結
果
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

議
員 

還
付
額
の
確
定
に

要
し
た
時
間
は
、
他
市

町
村
と
比
較
し
ど
う
か
。

当
局 

信
頼
が
失
わ
れ
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
と
に

か
く
12
月
中
に
還
付
額
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
取
り
組
ん
で
き
た
。
過

年
度
分
に
つ
い
て
は
、
置

賜
管
内
で
還
付
を
行
っ
て

い
る
例
は
な
く
、
本
町
が

い
ち
早
く
対
応
し
て
い

る
。

 

 
◆
白
鷹
町
ま
ち
づ
く

り
複
合
施
設
整
備

事
業
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

　

補
正
予
算
な
ど
に
つ
い

て
状
況
説
明
が
あ
っ
た
。

議
員 

労
務
単
価
等
の
上

昇
と
は
。

当
局 

建
設
工
事
請
負
約

款
に
よ
り
、
条
件
に
よ
り

変
更
で
き
る
規
定
が
あ

る
。
４
月
以
降
の
分
を
想

定
し
て
い
る
。

◆
令
和
元
年
度
給
与

改
定
等
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
を
基
準
に

改
定
と
報
告
を
受
け
た
。

 

◆
新
荒
砥
橋
架
替
工
事

の
状
況
に
つ
い
て

　

進
捗
報
告
を
受
け
、
現

地
視
察
を
行
っ
た
。

 

◆
白
鷹
町
立
図
書
館
指

定
管
理
者
制
度
の
導

入
等
に
つ
い
て

　

直
営
、
業
務
委
託
、
指

定
管
理
な
ど
運
営
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良

さ
が
あ
る
た
め
指
定
管
理

に
限
定
せ
ず
検
討
し
て
い

る
旨
の
報
告
を
受
け
た
。

委
員 

図
書
館
と
併
せ

て
、
町
民
ラ
ウ
ン
ジ
ほ
か

中
央
公
民
館
部
分
に
つ
い

て
指
定
管
理
制
度
等
の
導

入
は
検
討
し
て
い
る
か
。

当
局 
図
書
館
と
中
央
公

民
館
の
一
体
管
理
に
よ

り
、
効
率
的
で
魅
力
あ
る

運
営
が
は
か
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

 
◆
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
施
行
に
向

け
て

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
臨
時
・
非
常
勤

職
員
は
、
一
般
職
の
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
、

身
分
が
明
確
に
規
定
さ
れ

た
。制
度
の
施
行
に
向
け
、

条
例
を
整
備
す
る
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
。

 

◆
政
策
提
言
に
つ
い
て

　

当
局
へ
政
策
提
言
を
行

う
に
あ
た
り
、
総
務
厚
生

常
任
委
員
会
所
管
事
務
に

関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、

議
論
を
行
っ
た
。

　

昨
年
の
政
策
提
言
と
当

局
の
取
り
組
み
状
況
を
ひ

も
解
き
、
そ
の
内
容
に
継

続
性
を
持
た
せ
な
が
ら
、

教
育
関
連
な
ど
新
た
な
政

策
提
言
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
た
。

質
　
疑

課
税
誤
り 

迅
速
対
応
で
き
て
い
る
か

12
月
13
日
に
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税

誤
り
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

巨大クレーンで建設中

雰囲気も良い図書館

質
　
疑

全
員
協
議
会

利用者にデメリット
が生じない効率化を

町民の理解を得られ
る政策を

閉
会
中
の
動
き
（
11
／
18
総
務
厚
生
常
任
委
員
協
議
会
）

図
書
館 

効
率
的
運
営
な
る
か

11
月
18
日
に
総
務
厚
生
常
任
委
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
町
立
図
書
館
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
協
議
会

質
　
疑



シリーズ企画

“ぎかい”のキホン
知れば得する

議
会
傍
聴
と
は
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議
会
は
原
則
一
般
に
も
公

開
さ
れ
、
自
由
に
傍
聴
で
き

ま
す
。
議
員
の
活
動
や
、
町

政
の
方
針
な
ど
を
実
際
に
見

聞
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
真
剣
な
姿
勢
で
質
問
す

る
議
員
側
、
②
誠
実
に
答
え

る
当
局
側
、
③
傍
聴
す
る
町

民
側
、
全
て
が
整
っ
て
初
め

て
緊
張
感
の
あ
る
議
会
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
審
議
す
る
内
容
は
予
算
・

決
算
・
条
例
改
正
・
人
事
案

件
・
工
事
請
負
契
約
・
取
得

案
件
等
で
あ
り
、
ま
た
、
定

例
会
で
は
、
議
員
が
町
政
全

般
に
つ
い
て
政
策
の
提
言
や

質
問
を
行
う
「
一
般
質
問
」

が
あ
り
ま
す
。

 

基
本
的
に
、
当
局
か
ら
の

提
案
説
明
を
受
け
、
議
員
が

質
疑
・
質
問
（
前
号
参
照
）

を
行
な
い
ま
す
。

　
説
明
及
び
答
弁

を
行
う
当
局
側

は
、
町
長
・
副
町

長
・
教
育
長
・
担

当
課
長
等
が
出
席

し
ま
す
。

　
是
非
、
皆
さ
ん

も
傍
聴
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
11
月
４
日
、
南
陽
市

の
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
荒

砥
高
校
吹
奏
楽
部
の
定

期
演
奏
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
の

中
高
吹
奏
楽
部
、
そ
し

て
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

と
し
て
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

２
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た

演
奏
は
、
優
し
さ
と
ワ
ク

ワ
ク
に
溢
れ
、
吹
奏
楽
の

す
ば
ら
し
さ
、
音
楽
の
面

白
さ
を
全
身
で
表
現
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
い
に
期
待

し
ま
し
ょ
う
。
荒
高
か
っ

こ
い
い
！

荒
高
吹
奏
楽
部
、輝
く

第
16
回 

定
期
演
奏
会

表
　
紙

傍聴者数の推移（年間延べ人数）
91人

68人 65人 57人

84人

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
元
年

座り心地の良い椅子です

BRAVA!

年４回の定例会における議場の傍聴者の
合計数です。

１ 議会傍聴の手続き
 ２階の議場前で、傍聴人受付票に住所・氏名を記入のうえ、係員の指示に従い傍聴席
にご着席下さい。

 ※注意事項　①携帯電話の電源をお切りください。
 　　　　　　②拍手や私語、飲食はできません。静粛に傍聴してください。  等

２ 開催日程
 定期的に開催される「定例会」と緊急的な招集による「臨時会」があります。
 定例会は、年４回（３月・６月・９月・12月）開催されます。
 詳細日程については、議会事務局までお問い合わせください。
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次
の
定
例
会
は

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
で
議
会
中
継
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

３
月

議会だよりしらたか　第145号（令和２年１月15日発行）

笹 原 俊 一
委員長

印刷・長谷川印刷

広報委員

横 山 和 浩
副委員長・編集長

丸 川 雅 春
委員

竹 田 雅 彦
委員

金 田 　 悟
委員

… 下校時の安心を子供たちに …

ボランティア
　　　白鷹の未来を彩る

髙橋　清吉　さん（荒砥地区）

子ども達の笑顔
はいい刺激です

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
型
台
風
が

次
々
と
日
本
列
島
を
襲
い
、

建
物
の
倒
壊
、
河
川
の
決

壊
・
氾
濫
等
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
当
町

で
は
人
的
被
害
は
無
か
っ

た
も
の
の
、
農
業
用
施
設

等
に
大
き
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

　
災
害
は
、「
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
と
教
え
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
は

「
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て

く
る
」
と
改
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
は
十
二
支
の
中
で

も
最
初
の
「
ね
ず
み
年
」

で
す
。
そ
し
て
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
が
そ
し
て
白
鷹
が
飛

躍
す
る
年
に
し
た
い
も
の 

で
す
。

　
　
　
　   （
金
田
）

　
下
校
時
見
守
り
活
動
を

し
て
い
る
、
荒
砥
子
供
見

守
り
隊
の
髙
橋
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
で
す
か

主
に
小
学
校
の
下
校
時

間
に
合
わ
せ
て
、
子
供
た

ち
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
中
高
生
や
高
齢
者
の

方
も
見
守
り
ま
す
。

活
動
の
き
っ
か
け
は

地
域
に
何
か
手
伝
え
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、

子
供
見
守
り
が
頭
を
よ
ぎ

り
ま
し
た
。
昔
は
子
供
を

面
倒
見
て
く
れ
る
人
が
地

域
に
は
い
た
も
の
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
子
供
を
育

て
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
は

一
人
で
は
な
か
な
か
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
同

じ
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る

人
は
い
な
い
か
と
、
仲
間

を
誘
い
ま
し
た
。

　

歩
け
歩
け
を
し
て
い
る

知
人
に
、
週
一
回
で
も
い

い
の
で
通
学
路
を
そ
の
時

間
歩
い
て
も
ら
え
な
い
か

お
願
い
し
ま
し
た
。
仲
間

が
仲
間
を
紹
介
し
て
く

れ
、
現
在
は
12
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

見
守
り
隊
の
特
徴
は

長
く
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
気
遣
い
を
極
力
少
な

く
し
て
い
ま
す
。
用
事
な

ど
で
参
加
で
き
な
く
て
も

連
絡
は
し
な
く
て
も
い
い

よ
う
に
し
た
り
、
自
分
の

で
き
る
時
間
に
気
軽
に
参

加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
自

主
性
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
際
、
心
が
け
て
い

る
こ
と
は

道
草
を
し
て
い
る
子
供

に
も
「
早
く
帰
れ
よ
」
で

は
な
く
「
家
の
人
が
待
っ

て
る
よ
」
等
柔
ら
か
く
声

を
か
け
て
い
ま
す
。
子
供

達
に
は
、
い
つ
も
見
て
い

る
よ
と
い
う
発
信
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
。
ま
た

歩
き
な
が
ら
や
健
康
づ
く

り
し
な
が
ら
等
、
な
が
ら

・
・
・

見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
活
動
を
継
続
で
き

る
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

良
か
っ
た
こ
と
は

子
供
達
も
慣
れ
て
き
て

く
れ
て
い
ま
す
。
子
供
達

の
、
笑
っ
た
り
騒
い
だ
り

し
て
い
る
姿
や
声
は
い
い

刺
激
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
逆
に
子
供
達
に
お
礼

を
言
い
た
い
く
ら
い
で

す
。
地
域
の
子
供
は
地
域

で
守
る
。
そ
れ
を
我
々
が

手
伝
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
感
じ
で
す
。
学
校
の
先

生
方
か
ら
の
感
謝
の
言
葉

も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
へ
ひ
と
こ
と

議
会
報
の
お
か
げ
で
活

動
内
容
が
わ
か
る
の
は
あ

り
が
た
い
で
す
。
活
動
が

わ
か
れ
ば
、
さ
ら
に
信
頼

や
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
の
方
々
に

は
我
々
の
代
弁
者
と
し

て
、
す
べ
て
の
こ
と
を
分

か
っ
て
も
ら
い
、
議
論
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

 

取
材
を
終
え
て 

　

子
供
と
地
域
の
関
係
が

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、「
地
域

で
子
供
を
育
て
る
」
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

（
竹
田
）


